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度
は
コ
ロ
ナ
拡
大
前
の
５

倍
以
上
に
増
加
し
、
生
活

保
護
の
相
談
も
、
今
年
度

は
コ
ロ
ナ
拡
大
前
の
同
時

期
と
比
べ
３
割
以
上
増
加

し
て
い
る
。

	

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

離
職
・
失
職
者
に
家
賃
相

当
額
を
支
給
す
る
「
住
居

確
保
給
付
金
」
や
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
よ
る
貸
し

付
け
が
上
限
に
達
し
た
人

に
最
大
10
万
円
を
３
カ
月

支
給
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
」、
住

民
税
非
課
税
世
帯
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
家
計
が
急
変
し

	

た
世
帯
を
対
象
に
し
た「
臨

時
特
別
給
付
金
」
を
迅
速

に
支
給
し
て
き
た
。

	

　
こ
れ
ら
の
活
用
や
、
本

市
独
自
の
支
援
策
も
20
あ

り
、
生
活
保
護
世
帯
の
急

増
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
経
済
的
な
課
題
だ

け
で
な
く
、
相
談
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の

課
題
や
不
安
に
寄
り
添
っ

て
支
援
し
て
い
く
。

	

　
例
え
ば
、
26
年
の
台
風

11
号
に
よ
る
短
時
間
の
集

中
豪
雨
で
、
上
流
の
た
め

池
が
溢
れ
下
流
域
で
床
上

等
の
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
魚
住
町
西
岡
の
山
川
地

区
で
は
、
そ
の
対
策
と
し

て
雨
水
管
の
整
備
や
水
路

の
か
さ
上
げ
、
た
め
池
で

の
雨
水
の
一
時
貯
留
、
大

雨
時
に
車
両
が
浸
水
し
な

い
よ
う
近
隣
の
公
園
を
一

時
避
難
場
所
に
活
用
す
る

な
ど
、
浸
水
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
。

	

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、
庁
内
関

係
部
署
で
情
報
共
有
や
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
国

や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　
明
石
川
の
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
、
県
と
市
の

役
割
を
聞
く
。

答　
県
は
、
総
合
治
水
を
推

進
し
、
市
内
各
河

川
を
対
象
に
、
平

成
27
年
策
定
の
神

明
地
域
総
合
治
水

推
進
計
画
に
お
い

て
、
河
川
管
理
者

で
あ
る
県
と
市
の

役
割
を
定
め
て
い

る
。

	

　
県
の
役
割
は
、

河
川
堤
防
の
改
修

や
土
砂
の
撤
去
等

の
維
持
管
理
に
加

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
と
な
る
川か
わ
本も
と
ま
り
子こ

氏

（
66
歳
・
明
石
市
）
を
引
き

続
き
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
明
石

保
育
協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
、

教
育
委
員
会
委
員
に
は
平
成

22
年
か
ら
就
任
し
、
今
回
で

４
期
目
で
す
。

　
な
お
、
本
市
の
教
育
委
員

会
委
員
は
４
人
で
任
期
は
４

年
で
す
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
促
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
で
は
、
交
付
ス
タ

ッ
フ
を
増
員
し
、
夜
間
や

休
日
に
利
用
で
き
る
臨
時

交
付
窓
口
の
設
置
、
商
業

施
設
な
ど
で
申
請
用
写
真

の
無
料
撮
影
や
申
請
書
類

の
記
入
を
手
伝
う
出
張
申

請
を
実
施
し
、
交
付
と
申

請
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て

い
る
。
な
お
、
令
和
４
年

８
月
末
時
点
の
交
付

率
は
、
45
・
２
％
で
、

13
万
７
７
０
６
件
で

あ
る
。

	

　
施
設
入
所
や
長
期

入
院
な
ど
の
事
情
に

よ
り
本
人
申
請
が
困

難
な
人
に
は
、
施
設

で
の
出
張
申
請
を
行

う
な
ど
、
要
望
に
応

じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
実

問　
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

の
現
状
を
聞
く
。

答　
生
活
再
建
支
援
担
当
窓

口
へ
の
相
談
件
数
が
昨
年

問　
明
石
市
総
合
浸
水
対
策

計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み

状
況
を
聞
く
。

答　
本
計
画
は
、
平
成
21
年

に
策
定
し
、
雨
水
管
や
雨

を
一
時
的
に
貯
留
す
る
雨

水
流
出
抑
制
施
設
な
ど
の

整
備
だ
け
で
な
く
、
市
民

に
防
災
情
報
を
提
供
す
る

な
ど
ソ
フ
ト
面
か
ら
も
浸

水
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

施
し
て
い
く
。

	

　
今
後
も
申
請
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
若
年
層
へ
の

啓
発
が
課
題
で
あ
る
た
め
、

10
月
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住

民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
が
始
ま
る
こ
と
な
ど
取

得
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
提
示

し
、
申
請
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

え
、
現
地
に
水
位
標
や
監

視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な

ど
で
あ
る
。

	
　
市
の
役
割
は
、
集
中
豪

雨
に
よ
り
河
川
の
水
位
が

上
昇
し
、
水
防
体
制
を
と

っ
た
場
合
、
河
川
内
に
設

置
し
た
緑
地
や
遊
歩
道
に

利
用
者
が
い
な
い
か
確
認

し
、
河
川
に
設
置
し
た
ス

ロ
ー
プ
や
階
段
の
閉
鎖
を

行
う
ほ
か
、
河
川
に
氾
濫

の
危
険
が
あ
る
場
合
は
、

流
域
の
市
民
に
避
難
情
報

を
発
令
し
、
命
を
守
る
行

動
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。

	

　
今
後
も
、
市
民
を
守
る

た
め
、
県
と
市
が
一
丸
と

な
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
治
水
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
促
進

申
請
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

取
得
メ
リ
ッ
ト
の
広
報
を

明
石
川
の
災
害
対
応

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
市
民
を
守
る

　
　
県
と
市
が
一
丸
と
な
り
治
水
対
策

長引くコロナ禍
相談件数は５倍以上増加
生活困窮者への支援は

明石市総合浸水対策計画
雨水管整備や防災情報の提供
庁内および国・県と連携

明石川の氾濫を防ぐ

教
育
委
員
会
委
員

任
命
に
同
意

申請者の増加を目指す

よ し だ

　
ひ で

 
お

やさしいまちづくりを進める市民の幸せな暮らしを目指す
【担当分野】
市政の総合企画や広報、
財政・市税、消防など、
総務・財務部門や市民
の安全に関わる分野を
審査します。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
あ
か
し

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計
画
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
計
画
は
「
い
つ
ま
で
も
み

ん
な
で
支
え
合
う
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
を
取
り
入
れ
、
本
市
が
進
め
て

き
た
「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
る
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
を
は
じ
め
、
重
要
な
課
題
で
あ
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
係
る
取
り
組
み
を

総
合
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
や
西

明
石
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
新
た
な
計
画
の
も
と
、
み
ん
な
で
支

え
合
い
、
助
け
合
え
る
、
誰
に
と
っ
て

も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
市
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
作
っ
て
い
け
る
よ
う
精
一

杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

吉 田　秀 夫
【議会歴】
在職１期。議会運営副
委員長、総務常任副委
員長などを歴任。
63歳。

総
務 

常
任
委
員
長
に
聞
く

と うい け い

　
じゅん

 

【担当分野】
教育や福祉、介護保険、
子育て支援・子どもの
健全育成、保健衛生な
ど、市民の暮らしを支
える分野を審査します。

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、

10
月
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
も
対
応
し

た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
に
備
え
、
今
年
度
も
65
歳
以

上
の
人
の
接
種
費
用
を
無
料
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
本
市
は
、
福
祉
教
育
の

充
実
に
向
け
、
市
立
明
石
商
業
高
校
に

福
祉
科
を
創
設
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の

学
習
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保

育
所
の
待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
今
年

４
月
時
点
で
１
０
０
人
ま
で
減
少
し
た

一
方
、
年
齢
に
よ
っ
て
は
定
員
割
れ
が

生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
委
員
長
と
し
て
一
言

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象

と
す
る
委
員
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

審
査
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
尽
力
し
ま
す
。

井 藤　圭 順
【議会歴】
在職１期。生活文化常
任副委員長、文教厚生
常任委員などを歴任。
51歳。

文
教
厚
生 

常
任
委
員
長
に
聞
く


